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一

九
五

七

年
国
際
地
理

学
禽
議

の

景
況

昨
年
八

月
か

ら

九
月
に

か

け
て

､

日

本
で

国

際
地

理

草
食
議
が

開
か

れ

た
｡

合
議
の

大

略
を

記

載
す
る

と

と

も
に

､

二

三

の

所
感
を

し

る

し
て

お

き
た
い

｡

合
議
の

性
格

合
議
虹

日

本
学
術
合
議
と

国
際
地

理

学
連
合
H

n
t

e

ヨ

邑
○

宕
-

G
e

?

叩

宗
p

E
c

巴

亡
n

ど
n

(

略
硲
I

G

ロ
)

と
の

共
同
主
催
で

あ
っ

て
､

合
議

の

正

式
の

名
稗
は

H

G

亡

声
e

g
-

○

ロ

巴

C
O

已
e

詔
ロ
O

e

訂

J

P

p
p

ロ
､

-

巴
り

と
い

う
の

で

あ
っ

た
｡

地

理

畢
界
で

は
一

昨
五

六

牢
､

リ

オ

デ

ジ
ャ

ネ

イ

ロ

で

第
九

同
I

G

口

絶
食
と

第
十
八

同
園

際
地

理

学
合
議
を

開
い

た

の

で

あ

る
が

､

こ

れ

は

大
鰹
四

年
に

一

同
開
か

れ

る

も
の

で
､

そ

の

前
は

五

二

年
に

ワ

シ

ン

ト

ン
､

四
五

年
に

リ
ス

ボ
ン

､

三

八

年
に

ア

ム

ス

テ
ル

ダ
ム

､

三

四

年
に

ワ

ル

ナ

+
､

三
一

年
に

パ

リ
､

二

八

年
に

ケ
ン

ブ

リ
γ

ジ
､

二

五

年
に

カ

イ
ロ

ヾ

二

四

年
に

プ

ラ

グ

セ

ル

で

I

G

ロ

が

設
立
さ

れ
て

､

第

一

回
の

組
合
を

開
い

て

い

る
｡

I

G

ロ

の

で

き

な
い

前
は

国
際
地

理

学
合

議
I

n
t

e

岩
b

巨
○

ロ

已

G
e

&
2

写
小

臣
-

C
O

ロ

笥
e
の

払

が

あ
っ

て
､

こ

れ

は

一

八

七
一

年
の

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

に

ま
で

測
る
こ

と
が

で

き
る

｡

地

理

学
に

こ

の

よ

う
な

園
際
交
流
が

早
く
か

ら

あ

?

た
の

は
､

一

つ

は

畑
一
･

▲

十
九
世
紀
に

は

近
代
地

理

畢
は

全
く

自
然
科
畢
の

分
野
に

属
し

て

い

た
こ

と
が

主
因
で

あ

る

と

思
う

｡

と
い

う
の

は

自
然
科
学
部
門
で

は

早
く

か

ら

多
く

､

こ

の

よ

う
な

国
際
合
議
を

も

ち
､

あ

る
い

は

日

本
で

も

明

治
時
代

か

ら

自
然
科
学
関
係
の

発
議
に

は

欧
文
の

要
旨
を
つ

け
て

､

相
互
の

論
文

･

を

交
換
す
る
こ

と

な

ど
が

行
わ

れ

て

い

た
｡

(

ニ

ーの
鮎

､

人
文
科
学

･

社

食
科
学
の

諸
分
野
と

は

少

し

異
る

｡

)

地

理

学
も

嘗
時

､

自
然
科
学
の

一

分
野
で

あ
っ

た

か

ら
､

国
際
地

理

学
合
議
に

も

早
く

か

ら

加
盟
し
て

い

た

の

で

あ

る
｡

人
文
地

理
､

社
食
地

理
な

ど

の

分
野
が

芽
生

え
､

重
税
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

今
日
の

地

理

学
に

お

い

て

も
､

こ

の

よ

う
な

俸
統
に

ょ

っ

て
､

国
際
合
議
の

よ

う
な

交
流
が

､

組
織
と
し

て

比

較
的
容
易
に

開
か

れ

得
る

の

は

ま
こ

と

に

幸
な

る
こ

と
で

あ
っ

た
｡

現
在
I

G

ロ

に

加
わ
っ

て

い

る

図
は

四

十
八
カ

国
(

未
加
盟
の

大

国
は

大
陸
の

中
国

､

東
燭

､

南
北

朝
鮮
等
)

で

あ

る

が
ヾ

四

年
に

一

同
の

合
議

に

は
､

l
園
外
か

ら
五

百
な

い

し

八

百
の

地

理

学
者
が

集
ま
る

の

で
､

開
催

地

は

お
の

ず
か

ら

大
鰹

､

ヨ

ー

一口

ッ

パ

と

北
米
と
に

限
ら
れ

る

こ

と

に

な

り
､

二

五

年
の

カ

イ
ロ

と

五

六

年
の

リ

オ

は

例
外
で

あ
る

｡

そ

れ

で

四

年

に
一

同
の

コ

ン

グ

レ

ス

の

問
に

､

も

う
少
し

小

規
模
な

国
際
的
脅
合
(

地

域

合
議
)

を

も
つ

こ

と
に

な

り
､

そ

の

第
一

回
が

ア

フ

リ

カ

の

ウ

ガ

ン

ダ

で

五

五

年
に

開
か
れ

た
｡

そ

れ

は

ア

フ

リ

カ
■
の

地

理

学
を

推
進
す
る

こ

と

に

主

眼
が

あ
っ

た
の

で
､

ア

フ

リ

カ

以

外
か

ら

は
､

内
陸
熱
帯
の

専
攻
学

者
約
二

十
人

が

参
加
し
た

■｡

合
議
の

議
題
も

地

理

学
全
段
で

な

く
､

内
陸

熱
帯
ア

フ

リ
カ

の

天
然
資
源

･

食
塩

･

人

口

に

関
す
る

こ

と
に

限
定
さ

れ

た
｡

′
L
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今
回
の

日

本
の

合
議
は

､

I

G

口

の

憲
法
か

ら

は

ア

フ

リ

カ

の

場
合
と

同
心

く
コ

ン

グ
レ

ス

中
間
の

地

域
合
議
で

あ

る

が
､

■
地

理

学
者
の

教
も

多

く

(

五

二

年
に
ユ

ネ
ス

コ

の

援
助
で

出
版
さ

れ

た

弓
○

ユ
d

ロ
ー

記
O

t

O
り

叫

○
巾

G
e

O
g

旨
】

甘
e

謡

で

み
る

と
､

世
界
の

地

理

単
著
級
数
三

五
一

七

人
の

内
､

合
衆
国
九
三

〇
人

､

ド

イ
ツ

五

三

四

人
､

フ

ラ
ン

ス

二

七

七

人
､

イ

ギ

リ

ス

二

四

五

人
の

次
が

日

本
で

､

一

三

九
人
で

数
の

上

か

ら

は

世
界
第

五

位
で

あ

る
)

､

ま

ず
近
代
地

理

学
の

業
績
の

あ

る

園
と

い

え
.

る

の

で
､

合
議
の

テ

ー

マ

は

ア

フ

リ

カ

の

ご

と

く

限
定
せ

ず
､

五

六

年
十

一

月
に

覆

達
し
た

同
報
に

は
､

次
の

よ

う
に

掲
げ
た

｡

二

造
山
帯
に

お

け

る

地

形
の

諸
問

題

二
､

気
候
環
境

三
､

應
用
地

理
の

諸
問
題
(

土
地

分
顆

､

土
地

保
全

､

災
害
等
)

四
､

人
口

桐
密
地

帯
に

お

け

る

都
市
と

村

落

五
､

戦
後
の

地

理

上
の

諸
欒
化

a

工

業
化

､

b

組
合
開
蔑

､

■
C

土

地

利
用

六
､

産
業
の

地

域
構
造

t

七
､

ア

ジ

ア

諸
地

域
の

地

理

学
的
諸
問
題

･
け
っ

き
ょ

く
､

地

理

学
の

全
分
野
を

お

お

い
､

ど

の

よ

う
な

テ
ー

マ

で

も

受
付
け

､

ど

こ

か

で

討
議
す
る

と
い

う
こ

と

に

し

た
の

で

あ

り
､

参
加

者
も

報
告
内
容
も

､

ア

ジ

ア

地

域
に

限
定
す
る

こ

と

な

く
､

全
世
界
を

対

象
と

し

た
コ

ン

グ
レ

ス

と

同
じ

も

の

に

な
っ

た
｡

(

こ

の

利
害
得
失
は

簡

単
に

は
い

え

な
い

｡

封
象
地

域
や

テ
ー

マ

を
ア

ジ

ア

に

限
定
し
て

､

少
数

専
門
家
の

地

域
禽
議
に

し

た

方
が

日

本
･

外
囲
と

も
に

プ

ラ

ス

す
る
こ

と

が

多
か
っ

た

か

ど

う
か

｡

し

か

し

日

本
の

学
界
な

ら
び

に

地

理
･

国
情
の

紹
介
と
い

う
意
味
で

は
､

コ

ン

グ
レ

ス

方
式
が

よ

り

目
的
に

か

な
っ

た

と

い

え

る

だ

ろ

う
｡

)

合
議
の

日

程

こ

の

よ

う
な

国
際
合
議
を

､

日

本
で

開
こ

う
か

と
い

う
こ

と

は
､

五

五

年
の

早
春
に

は

じ

め
て

話
題
に

出
た

が
､

幾
多
の

曲
折
の

後
､

園
内
地

理

学
界
の

意
見
も

ま

と

ま

り
､

閣
議
の

決
定
を

み

た
の

は

五

六

年
の

七

月

末

日
で

あ
っ

た
｡

爾
来

､

合
議
の

開
催
ま
で

満
一

年
､

諸
般
の

準
備
を

し
て

､

(

一

)

部
合
と
シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

(

東
京
と

天
理

で

開
く
)

､

(

二
)

現
地

討

議
(

前
者
め

前
後
に

行
う
)

の

二

つ

か

ら

な
る

日

程
を

も
っ

て
､

八

月
十

九
日
か

ら

九
月

十
三

日

ま
で

開
か

れ
た

｡

参
加
者

､

外

国
人

､

十
九
カ

国

八

十
飴
人

､

日

本
人
三

百
五

十
人

徐
で

あ
っ

た
｡

(

外
に

登

録
料
を

沸
っ

て

出
席
し

な
か

っ

た

外
人

数
名

､

機
関
で

登
鐘
し

た

外
国
大

学
･

研

究
所

若
干

｡

)

都
合

部
合
は

合
せ
て

十
二

､

開
合
式
の

日

を

除
い

て

他
は

三

時
間
ず
つ

延
三

十
三

時
間
近
く

､

前
年
は

神
田
の

草
士

合
館

､

後
牛
は

天
理

大
学
で

行
わ

れ

た
｡

口

頭
饅
表
者
は

外
人
二

五
､

日

本
人

四

〇
(

捷
出
論
文
八

〇
の

内

よ

り
)

｡

覆
義
時
問
は

一

人
十
五

分
で

､

討
論
は

な
い

も
の

も

あ
っ

た

が
､

十
分
か

ら

二

十
分
位
ま
で

と
れ

た
｡

八
月
二

十
九
日

L

地

形
畢

､

2 .

組
合
閲
蔑
産
業
の

地

域
構
造

､

よ

土

地

利
用

八
月
三

十
日

L

気
候
学

､

2
.

工

業
化

､

3 .

地

誌
そ
の

他

J 上7
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九
月
二

日

1 .

地

形
学

､

2 .

集
落
地

理

畢
､

㌻
土

地

利
用

､

人

口

九
月

三

日

L

気
候
学

､

2 .

水
理

学
､

よ

地

誌
そ

の

他

提

出
さ

れ

た

論
文
要
旨
(

欧
文
四

百
語
)

は

全
部

A

訂
t

→

a
O
t

払

○
巾

勺

苧

官
記

と

し
て

合
議
に

配
布
し

た
｡

(

そ

の

和

讃
文
は

日

本
地

理

学

合
機

関

誌
､

地

理

畢

評

論
九
月

故
に

載

録
し

た

か

ら

詳
細
は

つ

い

て

見

ら

れ

た

い

｡

)

印
象
的
な

所
見
を

い

え

ば
､

月
本
側
の

提
出
論
文
は

封
象

地

域

が

比

較
的
に

小

さ

し

特
定
の

言
-

セ

に

つ

い

て

深
く

論
じ

た

も
の

が

多

か
っ

た
の

に

封
し

､

外
国
側
の

も

の

は

磨
い

地

域
の

一
般
的
な

議
論
が

多
か
っ

た
｡

･
従
っ

て
､

日

本
の

も

の

は

短
い

時
間
に

議
論
が

進
ま

ず
､

外

国
人
に

理

解
が

困
難
な

も

の

が

あ
っ

た

と

思
わ

れ
る

｡

こ

れ

は

今
日
の

日

本
の

地

理

学
界
の

一

つ

の

傾
向
で

あ
っ

て
､

こ

れ
が

極
端
に

な

る

と
､

単

に

そ
の

地

域
の

微
細
詳
甥
な

研
究
と

な

り
､

壁
勤
し
っ

つ

あ

る

日

本
や

世

界
の

事
情
と

無
関
係
に

､

切

り

は

な

し
て

論
ず
る

と
い

う
映
陥
も

見
の

が

さ

れ

る
こ

と
に

な
る
川

一

つ

の

村
を

み
て

も
､

そ
こ

に

そ
の

村
特
有
の

事

情
と

と

も

に
､

日

本
の

姿
､

ア

ジ

ア

の

問
題
を

讃
み

と
る

よ

う
な

硯
野
の

深
さ

が

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

の

で

あ
っ

て
､

そ

れ

が

な

け
れ

ば

自
分
以

外

の

他
の

人
に

は

了
解
が

さ

れ

に

く
い

の

で

あ
る

｡

東
南
ア

ジ

ア
･

シ
ン

ポ

ジ

ア
ム

第
三

日
の

八

月
三

十
一

日

午
前
は

全
部

､

一

堂
に

合
し
て

シ

ン

ポ
ジ

ア

ム

｢

東
南
ア

ジ

ア
■の

地

理
+

を

行
っ

■
た

｡

こ

れ

は

六

月
に

よ

う
や

く

決
定

し

た

も
の

で
､

十
分
の

準
備
は
で

き

な
か

っ

た
が

､

東
南
ア

ジ

ア

の

地

理

を

次
の

三

鮎
に

し

ぼ
っ

た
｡

す
な

わ

ち

第
一

に

そ
の

自
然

､

そ

の

な

か

で

も
っ

と

も

東
南
ア

ジ

ア

を

特
徴
づ

け

る
｢

モ

ン

ス

ー

ン

+
､

第
二

に

そ
こ

の

Ⅷ

J靖
溜
恥

璃
､′巧

¶

｡

+

ノ
/

経
済
生

活
､

そ
の

特
徴
的
な

も

の

と

し
て

｢

米
作
+

､

琴
二

に

政
治
的
に

濁

β

立
し

て

も

困

難
と

矛
盾
の

多
い

東

南

ア

ジ

ア

の

今
後
の

課
題
と

し

て

の

J

｢

経
済
開
嶺
+

､

以

上
の

三
つ

を

と

り

あ

げ

る

こ

と

に

し

て
､

外
囲
の

参

加

希
望
者
の

な
か

か

ら
､

そ

れ

ら
の

問
題
を

専
攻
し

て

い

る

尊
者
に

手
紙

で
､

一

報
的
報
告
の

原
稿
を

依

頼
し

た
｡

嘗
日

は

ま

ず
一

般
問
題
と

し
て

､

グ

ル

ー

(

彿
コ

レ

ジ

イ

フ

ラ

ン

ス

･

都

合
に

よ
り

不

参
加

)

､

｢

東
南
ア

ジ

ア

と

熱
帯
+

､

飯
塚
浩
二

(

東

大
)

｢

東
南
ア

ジ

ア

の

地

理

的
諸
問
題
+

を

序
論
と

し
､

第
一

は

チ

ャ

タ
ジ

ー

(

カ

ル

カ

ァ

タ

大

牢
)

｢

モ

ン

ス

ー

ン

と
そ

の

生

活
に

封
す
る

影
響
+

､

第

二

は

ド
ピ

ー

(

マ

ラ

ヤ

大

草
)

｢

米
作
に

関
す
る

問
題
+

､

第
三

は

安

璽
改

一

(

東
大
)

｢

東
南
ア

ジ

ア

諸

国
の

経
済
開
蜃
+

の

報
告
が

あ
っ

た
｡

一

つ

･

の

報
告
が

終
る

と
､

そ

れ

に

関
す
る

各
地

各
人
の

意
見
や

討
論
が

出
た

｡

し
か

し
こ

れ

は

時
間
と

言
葉
の

関
係
で

､

議
論
に

花
が

咲
く

と
い

う
と
こ

ろ

ま

で

行
か

な

か
っ

た

の

は
､

か

え

す
が

え

す
も

残
念
で

あ
っ

た
｡

合
議
の

公
用
語
は

英
彿
語
で

あ
っ

た

が
､

質
問
討
議
は

日

本
語
も

加
え

て
､

必

要
に

應
じ

て

通

詳
を
つ

け

た

方
が

､

多
少
の

時
間
は

と
っ

て

も

議

論
は

徹
底
し

た

で

凍

ろ

う
｡

し
か

し

部
合
ヤ
シ

ン

ポ
ジ

ア

ム

の

蓮
.

営
で

何

人
か

の

座
長
(

全
部

､

外
国
人

を

あ
て

､

書
記
に

日

本
人

を
つ

け

た
)

の

司
令
ぶ

れ
は

見
事
で

あ
っ

た
｡

日

本
の

研
究
費
表
集
合
に

お

け

る

座

長

は
､

単
な
る

呼
び

出
し

役
､

時
間
催
促
係
の

よ

う

な

役
割
し
か

も
た

な
い

場
合
も

見
ら

れ

る

が
､

今
岡
は

各
国
の

参
加
者
が

あ

り

相
互
に

知
ら

な
い

の

で
､

座
長
は

は

じ

め
に

尊
表
者
の

業
績
等
の

紹
介
を

し
､

終
り

に

は

問

題
を

整
理
し

て

討
議
を

う
な
が

す
等

､

な

か

な
か

鮮
や
か

で

あ
っ

た

の

が

目

立
っ

た
｡
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特
別

講
演
と

展
示

特
別
講
濁
は

二

つ

あ
っ

た
｡

八

月
二

十

九

日

の

開

合

式
(

東
大
大

講

堂
)

の

と

き

に

は
ス

タ
ン

プ

教
授
(

ロ

ン

ド
ン

大

草
)

.
が

｢

應
用
地

埋

草

の

目
的
+

に

つ

い

て
､

世
界
の

土

地

利
用
状
況
が

圃
に

よ

り

著
し

く

異
な

る

こ

と

を

あ

げ
､

世

界
的
に

土

地

利
用
調
査

の

必

要
を

説
き

､

九
月
三

日

の

開
合
式
(

天

理

大

草
講
堂
)

に

は

ク

レ

て
ソ

一

教
授
(

シ

ラ

キ

ュ

ー

ス

大

草
)

が

褐
(

砂
漠

)

･

線
(

オ

ア

シ

ス
)

･

自
(

高
山
の

雪
)

･

黒
(

石

油
)

と

題
し

て

中
東
の

地

理

を

述
べ

､

資
淑
と

世

界
の

関
係
を

解
説
し
た

｡

両
者
と

も

竿
公

開
的
な

講
演
で

あ
っ

た

か

ら
､

平
素

専
攻
の

土

地

利
用
と

砂
漠
の

話
で

は

あ
っ

た

が
､

か

な

り
一

般
向
で

あ
つ

た
こ

と

は

止

む
を

得

な
い

で

あ

ろ
■う
｡

な
お

合
場
で

は

展
示
が

行
わ

れ
た

｡

東
京
で

は

現

代
地

園
､

天
理
で

は

古
地

囲
が

系
統
的
に

展
観
さ

れ

た
｡

と

く
に

後
者
は

天
理

大

草
､

京
都
大

学
､

南
波
氏

､

秋
岡
氏

､

水

木
民
ら

.の

所
蔵
稀
晶
が

並
べ

ら

れ
､

お

そ

ら

く

日

本
で

開
か

れ

た

古
地

国
展
の

な
か

で
一

番
豪
華
な

も

の

で

あ
っ

た
で

あ

ろ

う
｡

現
地

討
議

地

理

学
と
い

う
草
間
の

性
質
上

､

リ

ー

サ

ー

チ
･

エ

ク

ス

カ

ー

シ

ョ

ン

は

必

須
不

可
映
で

あ

る

の

で
､

部
禽
の

前
後
に

次
の

五

班
の

現
地

討
議
を

作
っ

て
､

記
載
の

諸
問
題
に

つ

い

て

見
学
し

討
議
し

た
｡

1 .

北
海
道

八

月
十
九
日

-
二

十

七

日
､

東
京
か

ら

往
復
飛
行

機
､

道

内
一

巡
｡

屯
田

以

爽
の

開
拓
と

そ
の

集
落

､

寒
地
の

米
作

､

エ

競
業

､

カ

ル

デ

ラ
､

泥
炭
地

と

火

山
衣
地

｡

2 .

東
北

八

月
二

十
一

日

-
二

十
八

日
､

絹
織
物

､

組
合
閲
費
と

エ

業

地

帯
(

仙
墓

､

醸
釜

､

北
上

､

八

戸
､

秋
田
)

､

松
島
の

沈
降
海
岸

､

十

和

田

湖
カ

ル

デ

ラ
､

弘
前
の

リ

ン

ゴ

国
賓

､

城
下
町

と

民
家

｡

3 .

東
海

･

東
山

九

月
四

日

-
十

一

日
､

志
摩
の

海
蝕
墓
地

､

沈
降
海

岸
地

形
､

眞
珠
養
殖

､

工

場
制
手
工

業
(

岐

阜

提

灯
､

織

物
､

瀬

戸

も

の
)

､

近
代
的
工

業
(

鐘
紡

､

日

本
陶
器

､

光
学
器
械
)

､

佐
久
間
ダ
ム

､

伊
都
谷
の

養
笠

･

製
糸

､

段
丘

と

盆
地

､

甲
州
の

ブ
.
ド

一

国
｡

(

富
士

の

五

合
目
ま
で

上
る

日

程
で

あ
っ

た

が

天
候
の

た

め

中
止
)

4 .

山

陽
･

九

州

九
月
四

日

-
十
三

日
､

大
阪

､

六

甲
､

岡
山
の

干
拓

､

鷹
島

､

北
九
州
工

業
地

帯
､

有
田

焼
､

雲
仙

･

阿
蘇

､

別
府
の

温
泉
利
用

と

地

質
構
造

｡

5 .

四

国
･

瀬
戸
内

九
月

四

日

-
九
日

､

大
阪

､

六

甲
､

香
川
平
野

､

蛭
田

､

琴
平
の

門
前
町

､

新
居
濱
の

工

業
地

帯
､

瀬
戸
内
の

島
｡

こ

れ

ら

は
お

の

お

の

外
国
人
全

員
十

な
い

し
二

十
人
が

参
加
し

､

日

本

側
は

指
導
者
三

名
､

そ

れ

に

各
地
で

そ

の

地

域
の

地

理

学

者
が

参

加

し

て
､

説
明

と

討
議
と

､

少
し
の

観
光
を

■
も

か

ね

て

施
行
し

た
｡

半
年
飴

､

各
地

で

周

倒
に

準
備
し

､

踪
市
そ

の

他
各
方
面
の

援
助
を

受
け
て

､

参
加

全
員
に

は

大
い

に

喜
ば

れ
､

■
日

本
紹
介
と

と

も

に

討
議
の

賓
を

あ

げ
た

｡

日

本
に

は

地

理
の

研
究
者
が

多
く
お

り
､

か

な

り

深
い

個
々

の

研
究
が

あ

る

の

で
､

外
国
で

二
､

三

の

資
料
で

日

本
の

こ

と

は

う
か

う
か

書
け

な
い

と

い

う
の

が

彼
等
の

感
想
だ
っ

た
｡

部
合
の

禽
期
中
に

は
､

.
東
京
(

亘

大

都

市
)

､

川
崎
(

エ

業
地

帯
)

､

大

0
)

和
盆
地

(

條

旦

集

落
､

郊

村
､

土

地

利

用
)

､

奈

良

市

内
(

観
光
)

､

字

り

ぎ
た
t

g
F

nLシ

.♪

i
ぎ

ー-

1

㌧

人

昌
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モ′岸

治
･

京
都
(

茶
園

･

西

陣
)

の

現
地

討
急
が

あ

り
､

こ

れ

は
日

本
人
お

よ

び

外
国
人
の

ほ

と

ん

ど

全
部
が

参
加
し

た
｡

こ

の

ほ
か

合
期
前
に

､

.
飛
行

機
の

都
合
で
二

三
日

の

駿
暇
の

あ
っ

た

外
国
人
の

希
望
者
に

は
､

大
草
の

畢
生
が

中
心
と

な
っ

て
､

ス

ク

ー

ル

バ

ス

で

東
京
の

近
郊
等

､

日

蘇
り
の

見
学
施
行
を

し

た
｡

出
版
物

′

含
期
中

､

含
貞
に

は

前
記

､

欧
文
要
旨
集
の

ほ

か
､

プ

グ
ロ

ラ
ム

､

参

加

者
リ

ス

ト
､

特
別
講
演
要
旨
そ

の

他
を

配
布
し

た
が

､

現
地

討
議
の

ガ

イ

ド
ブ

ッ

ク

七

倍

(

北

海
道

､

東

北
､

中

部
､

近

畿
､

中

国
九

州
､

四

囲

瀬
戸

角
､

日

本
の

地

理
)

合
計
B

6

判
約
八

百

頁
を

刊

行

し

て

配

布

し

た
｡

こ

れ

は

時
間
の

飴
裕
も

な

く
､

内
容
に

も

英
文
に

も
､

､

､

ス

が

多
い

が
､

賭

撃
-

れ

を

補
足
す
れ

ば
. ､

よ

い

日

本
地

理

書
と

な
っ

て
､

外
国
人

加

に

は

多
少
の

役
に

立
つ

で

あ

ろ

う
｡

∫

こ

の

ほ

か

東
京

都
首
都
圏
建
設
部
で

は

｢

東

京
の

地

理

と

計
蓋
+

(

欒

A
5

判
一

二

〇

頁
)

を

刊
行
し
､

そ

の

他
の

機
関
で

も

紹
介
の

印
刷
物
を

作
っ

た

と
こ

ろ

も

あ
る

｡

■

合
議
の

正

式
の

報
告
書
で

あ

る
プ

ロ

シ

ー

デ
ン

グ

ス

は
､

英
文
B

5

列

約
六

〇

〇
頁
の

も

の

が

三

月

末
ま
で

に

完
成
す
る

改
定
で

あ

る
｡

ま

た

合

議
の

模
様
を

備
え

る

も
の

に

は
､

学
術
月

報
(

日

本

学
術

振

興

骨
)

十
一

月
既
に

､

地

理
草
評
論
(

日

本

地

理

草

食
)

一

月
ま

た

は

二

月

競
芯

も
や

や

詳
細
な

記

録
が

残
さ
れ

る

は

ず
で

あ

る
｡

(

五

七

二
〇

･

二

〇
)

(

一

橋
大

準
教
授

石
田

龍
次

郎
)




